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令和８年度 萬寿園事業計画 

 

 今年度は初心に戻り「ご利用者様・ご家族の皆様に安心して頂くために。職員に

とっても働きやすい職場になるために」何をどうしたらいいのか。職員一人一人の

考えを出してもらい話し合いを重ねながら、考えていく１年にしていきたいと考え

ています。 

 

≪介護課≫ 

１ ご利用者様への理解を深め、施設ケアマネと協力しながら個別ケアを 

提供することで、ご利用者様が安心して生活できる環境づくりを考えて 

いきます。 

２ 職員間の報連相・コミュニケーションを深めながら、目配り気配り心配りがで

きる職員育成に取り組みます。 

３ ご利用者様の色々な場面で、いつもと違うと思ったら他の職員と一緒に確認を

したうえで、他部署に報告を行います。 

  

≪医務課≫ 

１ 医務の中での報連相・コミュニケーションをさらに深め、情報共有に努 

めます。 

２ 他職種と連携し、多方面からの視点でご利用者様の生活をサポートしま 

 す。特に看取り期には、その方らしい最期を迎えていただけるよう携わり 

ます。 

 

≪相談支援課≫ 

１ ご利用者様・ご家族様をはじめ、介護課・看護課・施設ケアマネとの連 

携を密にし、入所から終末期に至るまでの生活支援が円滑に進むよう、施 

設内での連絡調整を図ります。そして、地域医療との連携に努めます。 

終末期の対応については、入所時より意向の確認を進め、ご利用者様・ご家族

様が最適な選択ができるように支援します。 



 

3 

 

２ ご利用者様の日常生活における個別の要望、ご家族様の要望等に関する 

色々な相談についても対応します。 

 

≪栄養課≫ 

１ 栄養ケアマネージメント 

① 多職種との連携を密にして、嚥下機能の低下等ご利用者様の状況把握に努め

ます。 

② ご利用者様とのコミュニケーションを大切にして、ニーズに応えられる 

ように努めます。 

２ 看取り期において管理栄養士としての関りを大切にします。 

① 最後の一口を大切にできるように、日常からご利用者様・ご家族様との 

関わりを大切にします。 

 

≪稼働率≫ 

今年の目標稼働率は９６％を目標としています。現在の入所待機者につきまして

は、例年同様、申込時には要介護３以上であっても、面接時にはリハビリ等により

心身機能が回復し、要介護２以下となることや、医療的ケアの必要性が高いことか

ら、特別養護老人ホームへの入所に至らないケースが一定数見られております。 

また、入所中のご利用者様においても、持病等による入退院や長期入院により空床

が発生する状況があります。 

 こうした状況を踏まえ、今後もショートステイ事業との連携を強化し、入所を前

提とした空床の有効活用や、早期入院・早期退院を意識した関係機関との連携を継

続することで、安定した稼働率の確保を図っていきます。 

 

≪委員会≫ 

令和７年度は、感染症対策委員会、事故防止委員会、虐待防止委員会、身体拘束

適正化委員会について、法人および各事業所が連携し、合同での取り組みを進めて

まいりました。令和８年度からは合同での会議を一旦終了し各事業所での運用に戻

しますが、これからも情報の共有には力を入れていきます。また生産性向上の面に

も力を入れて取り組んでいきます。 
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≪職員の研修・教育の実施≫  

今年度も引き続き職員教育として、サービスの質の向上につなげるため、年間を

通して施設内研修を実施していきます。法定内研修についても、職員が講師となり

継続して取り組みます。 

また、新人職員へのオリエンテーションを充実させ、働きやすい職場環境づくり

に努めてまいきます。 

 

≪人材確保≫ 

 現在も外国人技能実習生の受入れを継続して行っております。人材確保に向けて

は、職員一人ひとりのスキルアップを図るとともに、施設内の取り決めやルールを

整備し、誰もが一定した指導を行える体制づくりに取り組んでいきます。 

また、ハローワークや人材紹介会社を活用した採用活動を行い、現職者および新規

入職者に対する人材育成や、働きやすい職場環境の整備にも引き続き力を入れてい

きます。 

 

≪働き方改革≫  

有給休暇の取得については、引き続き計画的な取得を推進しております。また、

時間外労働の削減に向けて、業務の洗い出しや業務改善・生産性向上の取り組み、

職員がより働きやすい職場環境づくりを進めていきます。 

 

≪外部への情報発信≫ 

 萬寿園では、施設運営の透明性確保と情報開示の充実を目的として、引き続きホ

ームページの強化に取り組んでまいります。セキュリティ対策やシステムの更新を

行うとともに、定期的な情報発信を行い、事業収支や事業体制、監査結果等につい

ても分かりやすく掲載していきます。 

 あわせて、機関紙の内容を充実させることで、利用者様やご家族様に安心してい

ただける情報提供にも力を入れていきます。 
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≪地域貢献≫  

地域貢献として、地域のふれあい会食会への送迎サービスや神戸市西区社会 福

祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット KOBE・西）への参加を今後も継続して

いきます。 今後も可能な限り地域貢献に尽力していきたいと考えています。 

≪防災意識の向上≫ 

火災や地震等の災害は、発生の時期や状況を予測することが困難であることか

ら、職員一人ひとりが平常時より災害発生時の対応を常に意識しておくことが重要

です。 

本事業所では、火災を想定した夜間帯および日勤帯の訓練、並びに地震を想定した

日勤帯の訓練を実施し、災害発生時における適切な行動の習得を図ります。 

 各訓練を通じて、職員が主体的に考え行動する力を養うとともに、課題の抽出お

よび対応策の検討を行い、より実効性の高い防災体制の構築に努めていきます。 

 

≪福祉避難所の開設体制≫ 

災害発生時には、近隣地域の被災者や、一般避難所での生活が困難な要配慮者に

対し、福祉避難所を開設する役割を担います。 

 そのため、平常時より有事に備えた体制整備を行い、円滑な受入れおよび運営が

可能となるよう、福祉避難所の開設訓練を実施します。 

 訓練を通じて、職員の役割分担や対応手順の確認を行うとともに、課題の抽出お

よび改善を図り、実効性の高い福祉避難所運営体制の構築に努めます。 

 

≪BCP（事業継続計画）の推進≫ 

感染症の発生時や大規模災害の発生時には、職員の出勤が困難となる事態が想定

されます。発生時期や状況が不確定な中においても、事業を継続し、利用者への必

要な支援を維持するためには、職員一人ひとりが優先すべき業務や行動指針を理解

しておくことが重要です。 

 そのため、平常時より BCP に基づいた訓練および研修を実施し、有事の際に職

員が的確かつ迅速に行動へ移せる体制づくりを進めていきます。 
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≪設備更新≫  

1.受水槽更新工事。（神戸市補助金）  

2.旧館居室ファンコイル更新（２０台） 

3.玄関前、伐採してフェンス構築工事 

4.福祉車両１台入替 

5.空調冷温水配管補修工事 

 

≪口腔ケアの実施体制≫ 

利用者の口腔内環境４維持および健康管理の向上を目的として、以下の口腔ケア

を実施いています。 

1．年 2 回、歯科医師による歯科検診を実施。（4 月・10 月） 

2．月 2 回、歯科衛生士による専門的口腔ケアを実施。 

3．日常的な口腔ケアとして、毎日、昼食後および夕食後に実施。 

  なお、経管栄養利用者については、朝食後・昼食後・夕食後に実施。 

 

≪ケース会議の実施体制≫ 

入居者一人ひとりに適したケアの提供を目的として、4 ユニット体制のもと、月

4 回、各ユニットにおいて週 1 回のケース会議を実施し、ケアプランの定期的な見

直しを行っています。 

 これにより、3 か月間で全入居者約 100 名のケース会議を実施し、入居者 1 名に

つき年 4 回のケース会議を実施する体制を整えています。 

また、年明けに年間のケース会議スケジュールを作成し、ご家族へ事前に送付す

ることで、ケース会議への同席が可能となるよう、早期の周知に努めています。 

ケース会議終了後は、施設ケアマネージャーが見直し後のケアプランを作成し、

ご家族宛に郵送する。返信用封筒を同封の上、内容確認後に署名・押印をいただき

返送を依頼いています。 

 なお、未返送の場合は電話等により連絡を行い、併せてケアに関するご意見・ご

要望を記載いただけるよう意見記入用紙を同封し、家族との連携強化を図っていま

す。 
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≪感染症予防対策の取組み≫ 

入所者の安全確保を目的として、感染症対策委員会を設置し、継続的に感染症予

防および拡大防止に取り組んでいます。 

 新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等の感染症対策として、次亜塩素酸

水の噴霧、ガウンテクニックの徹底を行うとともに、嘔吐や感染症の疑いがある入

所者に対しては、状況に応じた適切な対応および必要な感染防止策を講じています 

また、必要に応じてミスト噴霧器を設置（個別対応を含む）し、感染状況や施設

内環境に応じた対策を継続的に実施していきます。 

職員に対しては、「体調不良時には出勤せず、速やかに医療機関を受診し検

査を受ける」ことを基本方針とし、施設内においては常時マスクの着用を徹底す

る。加えて、業務内容や状況に応じて、使い捨て手袋、使い捨てエプロン、フェイ

スシールド、ゴーグル等の個人防護具を適切に使用し、感染防止に努めます。 

さらに、感染症対策委員会の担当職員が、従業者を対象に年間 2 回の研修を実施

し、感染症に対する知識の習得および職員の意識向上を図り、組織全体での感染対

策体制の強化を推進していきます。 

 

≪法令遵守（コンプライアンス）の取組み≫ 

萬寿園では、職員に対しコンプライアンスに関する説明および周知を行い、法令

を遵守した適正な施設運営と健全な経営に取り組んでいます。 

 また、事故防止委員会、感染症対策委員会、身体拘束廃止委員会、虐待防止委員

会等の各委員会活動を通じて、リスクマネジメントの強化を図り、事故やトラブル

の未然防止および再発防止に努めています。 

 今後も各委員会の取組みを継続的に実施し、組織全体で法令遵守意識の向上と安

全・安心なサービス提供体制の確立を推進していきます。 

 

≪買物代行の実施体制≫ 

入居者の日常生活を支援するため、隔週で職員が注文内容を確認し、ダイエーの

移動販売等を活用して買物代行を実施しています。 

また、衣類等の個人用品については、必要に応じてご家族からの依頼を受け、個

別対応として購入支援を行っています。 
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≪備考≫ 

   レクリエーション（ボランティアの先生の指導あり。職員は補助） 

1. 音楽療法ゆう工房 毎月（第２日曜日）  

2. 音楽療法よつ葉のクローバー 年６回 偶数月（第 3 土曜日） 

3. 冨士演芸同士会 年４回（ 5 月・8 月・11 月・2 月）  第 4 土曜日 

4. 大道芸 年４回  6 月・9 月・12 月・3 月  第 1 土曜日 

5. 風さやか様（歌・踊り）年２回  4 月・11 月  

6. 花こま（民芸慰問） 1 月  

7. ギター慰問 年６回 奇数月  

8. ヒマナハワイアンズ 年６回 奇数月  

9. 他 随時受付 

 

≪基本理念≫  

1. いつも笑顔で、明るく優しい言葉がけで接します。  

(1) 萬寿園での介護は、言葉がけと笑顔で始まり、言葉がけと笑顔で終わ

ります。 

(2) 廊下ですれ違う時も、一言、笑顔で言葉がけを大切にします。 

2. 親切、丁寧な介護を常に心がけて日々実践します。  

(1) 萬寿園での介護は、ご利用者様に安心してもらえる介護に努めます。 

(2) 優しく丁寧に、目配り気配り心配りを大切にします。 

3. プロとしての自覚を持って、その人がその人らしく 

生活してもらえるように、残存能力を生かすケアを目指します。  

(1) 萬寿園での介護は、ご利用者様が自分で出来ることは、１年でも２年

でも今の状態を維持できるように、見守り声かけでの対応を行っていき

ます。 

(2)そのためには、ご利用者様一人ひとりの心身の状態をよく観察していき 

ます。 


